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H(XぅB(t)= H(A)(X，α(t)十H(B)(払b(t)+ H(めい，y) (1) 
ここで， X = (xぅぎ)は全系の位相空間上の座標で，判官)は系 A(B)の座標であり，時開放
存パラメータB(t)= (α(t)ぅb(t)のα(t)(b(t)は系A(B)の外部操作に関連して与えられる.
また系 A(B)の関数は (A)((B))を上付添え宇で表す.我々は， t = 0で系A，Bが互いに









W 三ムF(/3)十/3-1D[ρfoilP2T(ぷ)J-/3-1 D[Pollpc叩，0(/3)] (3) 
ムFは時刻 T と0の自由エネルギー差，ぷ-1は等エントロピー条件で決まる我々が定義
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